
 

学校番号 117 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文Ｂ 単位数 2単位 年次 2年次 

使用教科書 『精選 現代文 B』（東京書籍） 

副教材等 
『国語便覧』（第一学習社）、『新常用漢字必携パーフェクトクリア』（尚文出版） 

『現代文アチーブ２ 三訂版』（桐原書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

確かな知識に基づいた主体的で対話的な深い学びを目指して、２年次の「現代文 B」では、①確かな知識の獲

得のために、語彙力の向上（具体的には、１年次からの漢字小テストの継続、予習課題としての語句の意味調べ

を課すとともに、文学作品を扱う際には、作者の人生や文学思潮を学習する。②主体的・対話的な学習機会を増

やし、深い学びのために、扱う作品の主題（人生、言語、社会等のテーマ）に関する話し合いや意見交換を行う。

③正しい読解に基づいた主体的なまとめを表現する機会を設ける。具体的には、本文要約や３年次の小論文作成

の前段階として、筆者の主張に対する賛否、その根拠や理由を明示した文章作成を行う。 

以上の３点をねらいとして授業を展開するので。生徒の皆さんには、取り扱う主題への興味・関心を持ち、積

極的に取り組んでほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

① 扱う作品の主題に興味・関心を持ち、読解力を高め、考えを深める。 

② 作品に関わる話し合いや調べ学習に主体的に取り組み、他生徒と意見交流を行い、多角的なものの見方、感

じ方を培う。 

③ 作品の要約文を作成し、意見文や創作を行い、表現力を養う。 

④ 読書を通じて語い力を養い、人生を豊かにする経験を積む。 

⑤ 読解力を図る課題（主に定期考査問題）では、７割以上正解すること。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す･聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・取り扱う主題

への興味・関心を

持って積極的に

授業に参加して

いる。 

 

・グループワー

クでの発言量、内

容、発表内容や伝

え方。 

 

・成果物（要約

文・意見文・創作

等） 

 

・主題に対する

作者（筆者）の意

見やその根拠を

明示する。意見の

論理性を点検で

きる。 

・漢字力の向上

（漢字検定２級

程度の漢字力）、

語い力の向上 

 

評
価
方
法 

・行動の観察、成

果物の提出 

・行動の観察、発

表時の協力姿勢 

 

・成果物の指示

とおりかどうか

の点検、内容の評

価 

・定期考査 

・成果物の点検 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、適切に配分し、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定

にまとめる。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 
  

一
学
期
中
間 

自
己
と
は
何
か 

  

評論「科学的発見とは」 〇 〇    a 主題の意義を理解する 

ｂ 主題について意見交換する 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

評論「ミロのビーナス」 ○  ○   a 主題の意義を理解する 

ｃ 要約文を作成する 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

一
学
期
期
末 

読
む
と
は 

小説「山月記」 

 

○ ○ ○ ○ ○ a 小説の面白さを理解する 

b  「欠けている」のは何か 

ｃ  登場人物の心情を把握する 

ｄ 意見を出し合う 

e  語彙をつける 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

課題点検 

二
学
期
中
間 

 

評論 「消費されるスポーツ」 ○  ○ ○  a 主題の意義を理解する 

ｃ  要約文を作成する 

ｄ  貨幣の問題点を読み取る 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

小説「蠅」 

 

○ ○    a 表現上の工夫に関心を持つ 

ｂ  小説の解釈を発表する 

 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

二
学
期
期
末 

共
生
を
考
え
る 

評論「おじいさんのランプ」 ○ ○  ○ ○ a 主題の意義を理解する 

ｂ ブックトーク 

ｄ  意見と根拠を整理する 

e  語いの習得 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

評論 「相手依存の自己規定」 ○ ○  ○ ○ a 主題の意義を理解する 

ｂ ブックトーク 

ｄ  意見と根拠を整理する 

e  語いの習得 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

学
年
末 

 

こ
こ
ろ
を
読
む 

小説「こころ」Ⅰ ○  ○ ○ ○ a 主題の意義を理解する 

ｃ  「寂しい人間」を考える 

ｄ  登場人物の心情を把握する 

e  語いの習得・比喩表現 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

小説「こころ」Ⅱ ○  ○ ○ ○ a 主題の意義を理解する 

ｃ  「人間の罪」を論じる 

ｄ  登場人物の心情を把握する 

e  夏目漱石に関わる文学史 

行動観察 

課題点検 

定期考査 

※表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す･聞く能力 c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

 


